
第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書 ゥ″

央区晴海2524 晴 海センターと
｀
ル

京都府地球温暖化対策条例第 194_の 規定により提出します。

特定草美者の

主たる業種

コンビニエンスス トア |サークルK」 |サンクスJの フランテャイズ革茉及び店舗経営害

該当する要家
吉要件

膨

岸

Ⅲ

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用享莱者 (原前に換算 して1)500キロツッ トル以
上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号スは第3号該当事業者 (大規模運送孝業者 (トラック又はパス100台以上/タ クシー

150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算して
3 000トン以 L) 〕

計 画 期 F H l平成 l S 年 4 月 ヽ  平 成 20年 3月

基 本 方 針 取扱商品増力『に伴うlt器の増設などによるC02排 出量の増加要因を、省エネ機器の導入 空 調機器の温度設定の徹底 啓 家活動年によ
リカバーし、平成17年度1店舗当たりのC02排 出量の削減を目指す。

推 進 体 制 認証取得済の IS014001推 進体制の中で上記取 り組みを推進する。

具
細
置中的帥

年
体

及

年度 設備 対 象 工 程年 措 置 内 容

!S 19 膚舎浦 FFr百建設時 店 範改装時に省エネlR韓を導入し 電 気使用とを削減する。

S-19 店舗及び事務所 空目張器の温度設定を当社カイ ドラインに使い遭正に運用し 電 気使用量セ削減する

↓S 19 官舗及び事務所 電灯電力使用自J液の啓恵活動として 電 気スイッチに警盛ブレー トを添付すると共に 不 帰時の消灯に取り組み 電 気使f3曇セ削濫する。

S 19 店舗及び事務所 言鶴及び事務所に内部軍境監産を東おgし 題 属状況の騒盟及びネ冥施項目への是正お導を徹底 して行う章で 書 療活動の推進せ図る

温室効 果 ガス
の 排 出 量 等 排出区分

基準年度 く実穣,
(平成17)年 度

(二産 イr炭 蕉提章 (|)う

H楳 年慶 く計田,
(平成19)年 度

(二整化炭素褒宝 (|) )

自J籾等

(計画 )
(■)

設宮年度 (実積,

(平成 18)年 度
(二酸 化旋楽箕宜 (|) )

自J源 率

(実 績 )
( % )

A事 業所等排出区分 0ぅ916 t 7,290 t 54 % 7,212 1 43 %

B輸 送車両排出区分 t t %

cそ の他排出区分 t t % t %

排出合計 1      6,916 t ,        7,290 t 54% 4                              7,212 t 43 %

その他のコ
温暖化対タ

球
に
果

対策等の区分
目

取狙母等 く=暖 化炭素lE算 (Ⅲ)) 取網曇奪 く二震化炭素集字 くヽ ))

よる温室″ び (整備面練| ha (吸収量) 建 備面Ft) ha く吸収工) t

等
奎の木材の| (利用量) (削減士) (利用量) 〈自J減量)

自然エネルギーを利用 し
た電力又は熱の供給

(売電工) kTh 〈削減■) 〈売=■ ) k7h 〈肖JttI)

(無供給工→ 6J (削減工) (燕株結量) 〈高JttI〉

グリーン電力の購入 (購入量) RTh く削減工) (購入工 ) 17h (菖J路量)

削減量等合計 。     00 t 5                0 t

差引排出量

け 出合計 ―削減毎合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削波皐 (計画) 報告年度 (実績) 自J減率 (真絞)

A ● lA t
=り(=。)    7,2911 t 54% (■)(工5)                         7)212 t 43 %

特 記 事 壕
の徳増が発生しておりま汽 ヨ
ツン使用重の実績が多くなり、
再産徹底し、店舗における電タ
リ怒続実施し、環境への取り海

■こ、平成18年度」
C02リ トは量の高
〔使用量の肖1減にタ
Lみの自党の浸産|

:り、本部社員の使用する車両の仕組みを変更し、メン)
J競に結びつける事が出来ませんでした。この若果を埼ヨ
阜めて参ります。なお、従業員への環境教育及び環境啓葛
:努めて参ります。

「ンの業務使用意の完全把
:え、店舗での不要電気の

定活動の権控、クリーンア

握が可能となつた為、〃ノ
消灯及び設定温度の順守を
ップキャンペーンは従来通

連  絡  究 担  当  部  署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

ファクシ ミツ番 号

ま 1務 当する日に,ま レ 印を配入してください。特定事業者以非の事業者の方はレ印の記入は不要です

2「 彗準年度Jと は計画期荷の前年度を r目 標年度Jと は計画期間の最終年度セ 「 報告年度」とは跡画期間のうち 今 回報告の対主となる年度せいいます。

e r手 巽所等持出区分Jと t主京都府内の事業所年の事第活動のためのエネルキーの使用に件い発生する温=動 実ガスを r輸 送車高排出区分Jと まヽ自動車廷送事禁者について【t使用の若拠の位置を京都

肝内とする車再の排出する混宣幼黒ガスを 録 道事業者については保有する女物■南スは旅蓉車両の排出する温三幼黒ガスセ 「 その他排出区分Jと は上記rl外の京都府内における事業所奪り事業活

動に作い発生する温室詢巣ガスをいいます.

4「 その他の地茅注E貫化対策による温望効果″スの削鴻空等Jの 英枚についててま 討 面朔間中の実績り累計セ温入 してください。
(例)グ リーン電力の藩入による温菫幻票カスの制扱東板が 13年 度 6ト ンで19年度10トンの埼含 19年 度の報告告の実積については 13年 度と 19年 度の実被を素計し↓5トンとFHj入

5「 告記事項Jに は 平 段 2年 屋 (10'0年 度)を 基準とした排出量の対比やエネルイー原単位Cし排出曇 省 =ネ 製品開発などに者の温宮効果ガスrl出削減への貧献 グ リーン臨達の採用 特 定ブ
ロンなどの条例指定外の注三効果ガ,つ 肖J済などを記入してくだ=い


